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　昨年の東日本大震災から早くも1年がたちました。改めて、愛するご家族、ご親族、ご友
人を亡くされた皆様に心から哀悼の意を表しますとともに、原発事故により、生まれ、育ち、
守り続けてきた郷土を離れ、厳しい避難生活を送られている皆様に、心よりお見舞い申し
上げます。
　自民党は被災地の復旧・復興について与党に対し全面的に協力してきましたが、聞こえ
てくる声は不安と不満の混じった切実な叫びであります。今の政権には、この叫び声は届
いておりません。
　私たち自民党会派は国民の信を問う時期が間近であると確信し、緊張感を持って今年
も走り続けます。引き続きのご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県議会自由民主党会派 会長　大野忠右エ門
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“繋ぐ”
人と人、市と県と国
そして子どもを未来へ 菅原広二 主な活動報告

秋田県議会議員

［観光文化部の設置について］質問
●「観光文化部の設置」は良くやってくれた、という思いです。
良いことはまずやる。民間では、早くやらないと他の企業に先を越
されたらおしまいです。商売は体で感じることと思います。「この商
品は売れる。お客が喜んでくれる」という直観力が大事です。そし
て、商品開発をするスピードが大事です。
　観光文化部という名前も非常に良い響きです。芸術文化が経
済を育んでいくのだと思います。感性の豊かな子供達が明日の秋
田を創っていくのだと思います。

● スポーツも観光文化部に入れるべきです。スポーツは芸術文化
です。スポーツマンの道を求める姿は芸術文化だと思います。知
事の話によれば、文化・スポーツ観光という言葉があるみたいで
すから入れるべきと思います。

●民間の人材もスタッフに入れられないか?トップならなお良い。
県庁の人は、物品の販売とか、営業とかは苦手なのだと思います。
打たれ強い、元気のいい営業マンがいれば面白いと思いますが
いかかでしょうか。

●知事を先頭にした「観光プロジェクトチーム」などはどうか。 
部だと他の部と横並びで、縦割り行政は変わらない。
省庁や県庁内に縛られないで「必要な時に、必要なことをやれる。
スピード感が大事」との意味からも、このプロジェクトチームも面白
いと思いますがいかがでしょうか?

● 10月末に、知事と秋田市長が日本野球機構のコミッショナーに対
して、オールスターゲームのこまち球場での開催をお願いしていま
すが、その後どうなっていますか?

　上記の質問に対して、「新しい部の幹部には民間人を登用したい。
県外の人が良いと思っている」「スポーツを新部に入れることは検討
したい」「オールスターゲームについては、開催する方向で話を進め
ている」と、知事が答弁してくれました。 
　また、今回の答弁の中で各部長達が、「自分達の縄張りをはなし
ていく姿勢は素晴らしい！」と思いました。今後、益々県庁内は従来の
縦割りの組織から、各部が連携し県庁全体が一体で動く組織に変
わっていけると思いました。

　「総括質問」は、初めての経験でした。一般質問と違い、
事前に質問内容を文章で執行部に、伝えておくわけでない
ので、その場でのやり取りが多くなります。経験の浅い私では
当分は、できないと思っておりましたが、良い機会を与えて頂
きました。
　質問の概要は、以下の通りです。

［雪沢大橋ケーブル破断について］質問
●「瑕疵担保責任は、10年までで契約上の責任はない」と施工業者
　は県に文書で回答しております。（契約書は、最低限の決めごと
　です）しかし、このケーブルは10年経過してから施工時より不具合
　が生じたのでなく、施工時点から原因が発生しており、それが11
　年目にして表面に出たという事です。構造上も維持管理で発見で
　きるではないと思います。
　「みつからなかったからいい！！」と言う話ではないと思います。

● この施工業者は、「詳細設計と施工」の両方を請け負っておりま
す。自分達が、もっとも構造的にも自信が持てる工法を設計提案
し、そして施工したのだとおもいます。その責任は重いと思います。

● 橋本体の耐用年数が50年もあるのに、
おかしい話です。一般住宅で、大工の棟梁が
10年保証しているのに、この重要構
造物が10年保証と言うのもおかし
い話です。社会通念上からも、一般
県民感覚からもおかしい話です。

　上記の質問に対して県では、
私の質問事項にそった形で交
渉を進めていく旨の回答を頂き
ました。

秋田県議会議員

菅原　広二

　男鹿大橋を渡ると、男鹿半島です。美しい
自然、豊かな資源、古い歴史と文化のあると
ころです。そして、何よりも「ナマハゲの文化」に
育まれ、地域の絆を大切にしている人達が
生活しているところです。現代の日本が失った、
「日本人のこころ」が遺されているところです。
　この橋を渡ると、心優しい人達が迎えてくれ
「心が癒され」ます。そして、帰るときには、「皆
が幸せな心」になってこの橋を渡ります。
　秋田県では、観光文化スポーツ部を新設

しました。まず、男鹿がその手本にならなけれ
ばなりません。男鹿は、その環境が一番整っ
ているところです。
　その為には、子供たちから、老人まで智慧
を出し合い、皆で地域をよくしていく努力をし
なければいけません。そして、皆が男鹿に誇り
を持ち、皆が明るく挨拶をし、一人一人が地
域に出来ることをやっていくことだと思います。
地域の思いが一緒でなければなりません。
　秋田県の新部の設置に際し、男鹿市民一
人一人が、顔を前に向けて、「観光・文化・
スポーツ」に取り組みたいものです。

「この橋を渡ると、幸せになれる！」

男鹿市船越「男鹿大橋」より「男鹿島」を望む　菅原広二撮影


